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ケーションがどのように実践されているのか、また実践される「場」がワーカーやその地域におい
てどのように機能しているのか、について岐阜県飛騨市（2016 年 11 月 11 日～13日）のコワーキ













　「Hubud」は 2012 年のミートアップでアイデアが出され、2013 年 3月に設立されたコワーキン
グスペースであり、ウブド地域におけるワーケーションの拠点として先駆けとなっている存在であ
る。Hubud では（1）Co-Working、（2）Co-Learning、（3）Co-Giving、の 3 つの「Co（協業）」
が掲げられている。オープンしている時間は月曜 -金曜の 24時間、土曜・日曜の 9:00-24 :00（こ






に Skype などでオンラインミーティングを行うためのブースがある（図 4参照）。利用者は自分の
気分や予定、タスクに合わせてこれらのスペースを使い分けながら仕事をしている。
　利用料は 1日のDay Pass が 20$ であり、無制限の利用が月額 275$ である。2017 年 3月の時点









図 1．Hubud 内部（1）（筆者撮影） 図 2．Hubud 内部（2）（筆者撮影）



















































5月 28日～6月 20日の約 3週間にわたり台湾・交通大学、カナダ・トロント大学、アメリカ・パー
ソンズ、日本・情報科学芸術大学院大学 （IAMAS）、東京藝術大学の学生と教授が木工、組み木及













図 6．FabCafe Hida の内部（FabCafe Hida web ページより）
図 7．FabCafe Hida の外観（株式会社ロフトワークweb ページより）
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軸にしながらもその空間を利用するための「間口」を広げようとしている。例えば、訪問中は飛騨









お互いが共有するプラットフォームとしての「場」になり、「職人の closed の世界から open な関
係性へ」とすることを目指している。
　FabCafe Hida の事例は一種のアートインレジデンスであると言えるだろう。アートインレジデ





から離れて「非日常」に浸ることがアートインレジデンス 1.0 であるとすると、FabCafe Hida の
事例は日常としての仕事を行いつつ、飛騨地域やそこの素材としての木材、木工などの技術という
非日常を重畳することによるアートインレジデンス 2.0 と言えるだろう。

















Space は自由やMobility と結びつく概念であるとしている。一方、Place は価値が凝縮したもの、
経験が蓄積したものであり、それゆえに愛着（トポフィリア）や安全と結びつく概念であるとして
いる。同時期に『場所の現象学』を記したE. レルフ（1976）は Place を「人々が彼らの場所であ
り、また場所がそこの人々なのだ」というように、共通の経験と共通のシンボルや意味へのかかわ
りを通して創造され周知されるものであり、その場所の物質的・象徴的な特性（=Placeness）に
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在することであろう。
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Your oﬃ  ce.」を掲げるオランダの「Kantoor Karavaan」や日本のスノーピークが提唱する「OSO/
TO（Outdoor Small Oﬃ  ce/Third Oﬃ  ce）」などが代表的な事例であり、またワークプレイスその
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